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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第43期

第２四半期
連結累計期間

第44期
第２四半期
連結累計期間

第43期

会計期間
自　2022年４月１日
至　2022年９月30日

自　2023年４月１日
至　2023年９月30日

自　2022年４月１日
至　2023年３月31日

売上高 （千円） 6,163,226 7,074,263 12,981,027

経常利益 （千円） 871,207 1,026,375 1,326,666

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（千円） 494,604 660,422 883,116

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 576,829 638,107 982,166

純資産額 （千円） 17,374,087 17,982,666 17,792,696

総資産額 （千円） 28,539,344 31,287,146 30,608,779

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 24.73 33.00 44.16

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） 24.61 32.83 43.92

自己資本比率 （％） 59.6 56.7 56.9

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 1,295,828 1,202,973 2,641,612

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △265,560 355,698 △308,479

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △604,981 △457,221 △606,131

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 16,156,897 18,560,062 17,458,611

 

回次
第43期

第２四半期
連結会計期間

第44期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2022年７月１日
至　2022年９月30日

自　2023年７月１日
至　2023年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 17.60 19.68

（注）当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間における我が国の経済状況は、新型コロナウイルス感染症が2023年５月より５類に引

き下げられ、国内における行動制限解除や海外からの入国制限の緩和等による社会環境の正常化により個人消費や

設備投資が増加し、経済活動が再開しつつあります。一方で、円安の進行やロシアによるウクライナ侵攻の長期

化、エネルギー・資源コストの高騰などによる国内物価の上昇等、先行きが不透明な状況が続いております。

　基幹業務クラウドサービスや業務ソフトウェアの提供においても品質・サービスを維持するための費用が増加す

る中、可能な限りの品質維持とサービス原価の低減、業務効率化等を行ってまいりましたが、当社においても2023

年７月より各種PCAソフトや保守契約等の製品・サービスの価格改定を行いました。

　そのような中で、当社が開催しているビジネスイベント『PCAフェス2023』を2023年７月～2023年８月に全国８

都市でリアル開催いたしました。多くの来場者を迎え「総務・人事・経理の今知りたいが集まる日」をテーマに、

制度開始を直前に控えたインボイス制度をはじめとした法改正や人的資本経営、健康経営などのエンゲージメント

向上に関するセミナーを開催し、『PCA Hub』サービスを中心としたバックオフィス業務の「生産性向上」「デジ

タル化」を推進するための製品を数多く紹介いたしました。

　今後も当社グループは、「マネジメントサポート・カンパニー」としての地位を確立するために、業務管理ソフ

トウェア・サービスの提供にとどまらない課題解決サービスを提供し、お客様の社業の発展となる「カスタマーサ

クセス」に貢献してまいります。

　PCAクラウドシリーズの利用法人数はサービス開始16年目を迎え2023年９月末で22,238法人となり順調に推移し

ています。当社の基幹業務サブスクリプションサービスは、利用環境（クラウド・オンプレミス）に合わせて導入

方法を選択できるハイブリッド型のサービスとなっております。

　『PCAクラウド』と『PCAサブスク』のアプリケーション機能は共通となっており、データの互換性もあるため、

利用者の運用環境への柔軟な対応が可能です。

　『PCAクラウド』は「会計」「給与」「販売管理」などの業務シーンごとにアプリケーションが選択でき、月額

もしくは年額でのサービスを提供しております。『PCAサブスク』はオンプレミス環境やIaaS環境にPCAソフトをイ

ンストールし、月額もしくは年額で利用できるサービスであり、複数のPCAソフトを一括利用できる『PCAサブスク

コンプリート（使い放題プラン）』の提供も行っています。

　また、当社子会社で提供している勤怠管理のクラウドサービスについても「働き方改革」への対応を実現するた

めの一つの手段としての需要を見込み、今後も業績に貢献すると期待しております。

　このような状況下において、当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績は、価格改定やクラウドサービス

利用者の増加等により、売上高は7,074,263千円（前年同期比14.8％増）となりました。利益項目については、営

業利益は998,503千円（前年同期比17.8％増）、経常利益は1,026,375千円（前年同期比17.8％増）、親会社株主に

帰属する四半期純利益は660,422千円（前年同期比33.5％増）となりました。

 

　当社グループは単一セグメントにつき、セグメントごとの記載に代えて、種類別売上高を記載しております。

 

種類別売上高

種類 売上高（千円） 構成比（％） 前年同期比増減（％）

製品

（従来型ソフトウェア）
713,500 10.1 28.1

商品（帳票等） 198,903 2.8 △10.7

保守サービス 1,715,961 24.2 1.6

クラウドサービス 3,443,515 48.7 20.4

その他営業収入 1,002,382 14.2 20.2

合計 7,074,263 100.0 14.8
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　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ1,101,450千円増加し、18,560,062千円となりました。なお、当第２四半期連結累計期間における各活動による

キャッシュ・フローの状況とそれらの主な増減要因は以下のとおりであります。

　営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益1,026,375千円などにより、1,202,973千円の

収入（前第２四半期連結累計期間は1,295,828千円の収入）となりました。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の償還による収入500,000千円などにより、355,698千円の

収入（前第２四半期連結累計期間は265,560千円の支出）となりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額339,046千円などにより、457,221千円の支出（前第２四

半期連結累計期間は604,981千円の支出）となりました。

 

(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(4）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針、経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(6）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、362,296千円であります。なお、当

第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(7）経営成績に重要な影響を与える要因

（外部環境要因）

　当社グループを取り巻く事業環境は、会計基準の変更、税法等の改正及び各種制度の改正などによって、ソフト

ウェアの更新需要が大きく変動する傾向があり、当社グループの経営成績に重要な影響を及ぼすことが考えられま

す。

（内部環境要因）

　当社グループでは、パッケージソフトウェアの製品開発において、「研究開発費等に係る会計基準」（企業会計

審議会平成10年３月13日）に基づき費用配分の会計処理をしております。

　当社グループにおける製品開発については、既存のソフトウェアに新しい機能等を付加した、いわゆるアップグ

レード版のソフトウェアの開発も行っており、そのような場合には、次期以降の収益との対応を図る観点から、無

形固定資産に資産計上しております。

　従いまして、製品開発の状況によっては、当期の費用となるものと、資産計上をしてから次期以降の費用になる

ものとの金額の変動により、当社グループの経営成績に重要な影響を及ぼすことが考えられます。

 

(8）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当第２四半期連結会計期間末の当社グループの資金状況は、流動比率が210.6％（流動資産24,031,759千円÷流

動負債11,409,182千円）となっており、十分な流動性を確保しているものと認識しております。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

EDINET提出書類

ピー・シー・エー株式会社(E04894)

四半期報告書

 4/20



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 71,085,000

計 71,085,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2023年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（2023年11月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 22,000,000 22,000,000
東京証券取引所

プライム市場

単元株式数

100株

計 22,000,000 22,000,000 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2023年７月１日～

2023年９月30日
－ 22,000,000 － 890,400 － 1,919,120
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（５）【大株主の状況】

  2023年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
（自己株式を
除く。）の総数
に対する所有
株式数の割合

（％）

株式会社Ｋａｗａｓｈｉｍａ 東京都練馬区富士見台４－１－４ 8,207 40.97

JP MORGAN CHASE BANK 385632

（常任代理人　株式会社みずほ銀行）

25 BANK STREET, CANARY WHARF, LONDON,

E14 5JP, UNITED KINGDOM

（東京都港区港南２－15－１）

1,398 6.98

日本マスタートラスト信託銀行株式会

社（信託口）
東京都港区浜松町２－11－３ 1,266 6.32

MSIP CLIENT SECURITIES

（常任代理人　モルガン・スタンレー

MUFG証券株式会社）

25 Cabot Square, Canary Wharf, London

E14 4QA, U.K.

（東京都千代田区大手町１－９－７）

885 4.42

株式会社オービックビジネスコンサル

タント
東京都新宿区西新宿６－８－１ 762 3.80

株式会社日本カストディ銀行（信託

口）
東京都中央区晴海１－８－12 466 2.33

ピーシーエー従業員持株会 東京都千代田区富士見１－２－21 414 2.06

STATE STREET BANK AND TRUST

COMPANY 505001

（常任代理人　株式会社みずほ銀行）

P.O.BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS 02101

U.S.A.

（東京都港区港南２－15－１）

385 1.92

FCP SEXTANT AUTOUR DU MONDE

（常任代理人　香港上海銀行東京支店

カストディ業務部）

9 AVENUE PERCIER 75008 PARIS

（東京都中央区日本橋３－11－１）
360 1.79

株式会社ロジックシステムズ 東京都新宿区歌舞伎町２－42－11 342 1.70

計 － 14,489 72.32

（注）上記のほか当社所有の自己株式1,967千株があります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2023年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,967,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 20,028,800 200,288 －

単元未満株式 普通株式 4,200 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  22,000,000 － －

総株主の議決権  － 200,288 －

（注）単元未満株式数に、自己株式57株を含んでおります。

 

②【自己株式等】

    2023年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合

（％）

ピー・シー・エー株式

会社

東京都千代田区富士見

１－２－21
1,967,000 － 1,967,000 8.94

計 － 1,967,000 － 1,967,000 8.94

 

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2023年７月１日から2023

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 17,819,645 18,922,296

受取手形及び売掛金 2,869,721 2,837,212

有価証券 602,260 600,835

棚卸資産 ※ 335,887 ※ 317,395

その他 1,282,337 1,354,020

流動資産合計 22,909,852 24,031,759

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 938,166 1,001,541

土地 2,371,769 2,371,769

その他（純額） 181,818 223,113

有形固定資産合計 3,491,754 3,596,423

無形固定資産   

その他 191,133 184,575

無形固定資産合計 191,133 184,575

投資その他の資産   

投資有価証券 2,714,277 2,158,093

その他 1,303,075 1,317,578

貸倒引当金 △1,312 △1,284

投資その他の資産合計 4,016,040 3,474,388

固定資産合計 7,698,927 7,255,387

資産合計 30,608,779 31,287,146
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 208,788 133,600

未払法人税等 222,668 359,076

契約負債 8,292,729 9,112,732

賞与引当金 444,812 477,924

役員賞与引当金 19,440 －

その他 1,780,976 1,325,849

流動負債合計 10,969,415 11,409,182

固定負債   

役員退職慰労引当金 146,249 46,291

退職給付に係る負債 1,603,794 1,663,170

資産除去債務 68,856 138,398

その他 27,767 47,436

固定負債合計 1,846,667 1,895,297

負債合計 12,816,083 13,304,479

純資産の部   

株主資本   

資本金 890,400 890,400

資本剰余金 1,919,120 1,948,813

利益剰余金 14,668,480 14,988,920

自己株式 △889,893 △874,832

株主資本合計 16,588,107 16,953,301

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 818,519 779,628

その他の包括利益累計額合計 818,519 779,628

株式引受権 164,835 123,823

非支配株主持分 221,234 125,913

純資産合計 17,792,696 17,982,666

負債純資産合計 30,608,779 31,287,146
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

売上高 6,163,226 7,074,263

売上原価 2,250,297 2,645,031

売上総利益 3,912,929 4,429,232

販売費及び一般管理費 ※ 3,065,264 ※ 3,430,728

営業利益 847,665 998,503

営業外収益   

受取利息 3,729 4,682

受取配当金 12,221 13,800

受取賃貸料 4,399 4,334

その他 4,238 6,077

営業外収益合計 24,588 28,895

営業外費用   

その他 1,046 1,023

営業外費用合計 1,046 1,023

経常利益 871,207 1,026,375

税金等調整前四半期純利益 871,207 1,026,375

法人税等 354,023 349,376

四半期純利益 517,184 676,998

非支配株主に帰属する四半期純利益 22,580 16,576

親会社株主に帰属する四半期純利益 494,604 660,422
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

四半期純利益 517,184 676,998

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 59,644 △38,891

その他の包括利益合計 59,644 △38,891

四半期包括利益 576,829 638,107

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 554,248 621,531

非支配株主に係る四半期包括利益 22,580 16,576
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 871,207 1,026,375

減価償却費 62,153 75,368

無形固定資産償却費 13,824 26,158

賞与引当金の増減額（△は減少） 22,381 33,111

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △37,287 △19,440

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,158 △99,958

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 43,777 59,376

売上債権の増減額（△は増加） 102,146 △129,993

仕入債務の増減額（△は減少） △29,548 △75,187

契約負債の増減額（△は減少） △33,126 820,003

その他 77,107 △322,265

小計 1,098,794 1,393,548

利息及び配当金の受取額 17,448 20,052

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 179,585 △210,627

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,295,828 1,202,973

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,200 △1,200

有価証券の償還による収入 － 100,000

有形固定資産の取得による支出 △17,392 △123,482

無形固定資産の取得による支出 △49,378 △19,859

投資有価証券の取得による支出 △200,708 △100,000

投資有価証券の償還による収入 － 500,000

その他 3,118 239

投資活動によるキャッシュ・フロー △265,560 355,698

財務活動によるキャッシュ・フロー   

借入金の返済による支出 △107,460 －

配当金の支払額 △478,654 △339,046

非支配株主への配当金の支払額 △18,867 △12,482

自己株式の取得による支出 － △60

子会社の自己株式の取得による支出 － △105,632

財務活動によるキャッシュ・フロー △604,981 △457,221

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 425,286 1,101,450

現金及び現金同等物の期首残高 15,731,610 17,458,611

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 16,156,897 ※ 18,560,062
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　棚卸資産の内訳

 
前連結会計年度

（2023年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2023年９月30日）

商品及び製品 180,501千円 199,663千円

原材料及び貯蔵品 155,385 117,731

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自　2022年４月１日
　　至　2022年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

　　至　2023年９月30日）

広告宣伝費 113,648千円 128,593千円

役員報酬 124,354 109,145

給料手当 901,965 956,244

賞与引当金繰入額 289,298 292,315

退職給付費用 61,861 62,395

役員退職慰労引当金繰入額 7,388 5,641

研究開発費 292,368 362,296

減価償却費 61,785 77,041

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

現金及び預金 16,516,730千円 18,922,296千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金等 △359,832 △362,233

現金及び現金同等物 16,156,897 18,560,062
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（株主資本等関係）

前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月22日

定時株主総会
普通株式 479,976 24.00 2022年３月31日 2022年６月23日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月21日

定時株主総会
普通株式 339,982 17.00 2023年３月31日 2023年６月22日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループは単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

種類
一時点で認識する収益

（千円）

一定期間にわたって認
識する収益
（千円）

合計
（千円）

構成比（％）

製品
（従来型ソフトウェア）

557,027 － 557,027 9.0

商品（帳票等） 222,771 － 222,771 3.6

保守サービス － 1,688,725 1,688,725 27.4

クラウドサービス － 2,860,568 2,860,568 46.4

その他営業収入 826,591 7,543 834,134 13.5

合計 1,606,389 4,556,837 6,163,226 100.0

 

当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

種類
一時点で認識する収益

（千円）

一定期間にわたって認
識する収益
（千円）

合計
（千円）

構成比（％）

製品
（従来型ソフトウェア）

713,500 － 713,500 10.1

商品（帳票等） 198,903 － 198,903 2.8

保守サービス － 1,715,961 1,715,961 24.2

クラウドサービス － 3,443,515 3,443,515 48.7

その他営業収入 993,181 9,200 1,002,382 14.2

合計 1,905,585 5,168,677 7,074,263 100.0
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

(1)１株当たり四半期純利益 24円73銭 33円00銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 494,604 660,422

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（千円）
494,604 660,422

普通株式の期中平均株式数（株） 19,999,038 20,013,645

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 24円61銭 32円83銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千

円）
－ －

普通株式増加数（株） 101,326 104,113

（うちリストリクテッド・ストック（株）） 101,326 104,113

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があった

ものの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年11月９日

ピー・シー・エー株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

　東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 長﨑　康行

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 福原　崇二

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているピー・シー・

エー株式会社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2023年７月１日から

2023年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ピー・シー・エー株式会社及び連結子会社の2023年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

 

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー手

続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどう

か結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四

半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適

切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の

結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業と

して存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基

準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸

表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせ

る事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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